
射水市教育委員会１月定例会次第 

 

日 時 令和３年１月２８日（木） 

午後２時から 

場 所 本庁舎４階会議室４０１ 

 

 

 

 

 

 

１ 会議録の承認  

 

２ 協議事項 

（１）成年年齢引下げに伴う成人式の在り方について           資料１ 

 

３ 各課等の連絡事項及び報告事項 

（１）令和３年射水市成人式の開催延期について【生涯学習・スポーツ課】 資料２ 

（２）「放生津八幡宮祭の曳山・築山行事」の国重要無形民俗文化財指定 

について               【生涯学習・スポーツ課】 資料３ 

（３）教育委員会行事予定                       資料４ 

 

４ その他 

 

※ 次回教育委員会の開催日時について  

 ２月定例会 ２月１７日（水） 午後３時３０分から 本庁舎会議室４０１ 



成年年齢引下げに伴う成人式の在り方について 

 

１ 趣旨 

  成年年齢を２０歳から１８歳に引き下げる改正民法が、令和４年4月１日に施行される。

成人式の開催時期や式典の方針に関しては、地域の実情に応じた判断で行うこととされてお

り、各自治体において民法改正後、令和４年度以降の成人式の在り方について対応が求めら

れている。 

 

２ 本市の対応について（案） 

  令和４年度以降については、従来通り２０歳を対象に２０歳の区切りを祝い励ます行事と 

して式典を実施したい。 

(1) 対象者  当該年度に２０歳になる者 

(2) 名 称  「射水市二十歳のつどい」 

(3) 時 期  ５月の大型連休 

【理由】 

 ① １８歳を対象とする場合、最初の年に３か年分の対象者の式典を実施する必要がある。 

② １８歳を対象とした場合、大学受験や就職など卒業後の進路を決める大切な時期であり 

本人や家族にとって負担となり参加しにくい状況が懸念される。 

 ③ 内閣府が平成３０年度、全国の１６～２２歳と４０～５９歳の男女を対象に行った成年 

年齢の引下げに関する世論調査において、“成人式は何歳の人を対象に実施するのがよいと 

思うか”と質問したところ、１６～２２歳と４０～５９歳ともに「２０歳」の回答が多く、 

それぞれ７１.９％、５５.０％だった。 

 ④ 法令では成年年齢は１８歳に引き下げられるものの、飲酒や喫煙などの法律上の年齢制 

限がなくなる区切りが２０歳であり、これを機に成人としての自覚を改めて促す機会とし 

て式典を開催し祝福する。 

 ⑤ 実施時期の変更については、大雪の影響が懸念されるため、例年の１月開催から５月開

催とする。北陸の他地域や東北、北海道など積雪の影響を受けやすい自治体では、例年５

月や８月に開催しているところも多くある。 

 

３ 県内の状況（参考） 

 ○ ２０歳を対象として開催する市町村 ※令和２年１０月１日県の調査結果より 

    富山市、砺波市、朝日町（その他１１市町村は検討中） 

 

４ 社会教育委員会議における審議について 

  上記について、令和２年８月２０日事務局案を説明し、原案のとおり承認された。 

資料 １ 



令和３年射水市成人式の開催延期について 

 令和３年射水市成人式について、新型コロナウイルス感染防止対策を講じたうえで１月

１０日に開催する予定としていたが、記録的大雪により開催が困難な状況と判断し、延期

することとした。 

 

１ 対応について 

 １月９日（土） 午後１時 延期を決定 

         ・市ホームページ、Twitter、防災行政無線による情報周知 

         ・報道各社への情報提供 

 ○ 問い合わせ等 

    ・延期決定前後の電話による問い合わせ：約１００件 

    ・当日に来場した新成人は皆無 

  ○ 他市の状況 

    砺波市、滑川市、富山市の一部は１０日に開催 

    その他市町村については、９日時点で中止または延期を決定 

 

２ 延期後の開催概要について 

  年度末の開催は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響や、生活環境の変化等多忙な

時期であり、新成人にとって負担となる可能性が大きいため、年度内の開催を見送る。 

  なお、延期を機に、新型コロナウイルス感染症防止対策の追加措置として、参加人数

の分散を図るため、会場の変更と、午前・午後の２部開催とする。 

(1) 日時 

   令和３年 5月４日（火・祝日） 午前１１時、午後２時  ※時間は予定 

 (2) 会場 

   高周波文化ホール 大ホール 

   ※他市の状況 

    黒部市：３月２０日（土） 

    高岡市、氷見市、魚津市：５月の連休及び８月お盆時期で検討中 

    （高岡市は３月中旬も含め調整） 

 

３ 今後の開催について 

  令和３年度の令和４年成人式については、従来通り令和４年１月にアルビス小杉総合

体育センターにおいての開催とし、午前と午後の２部制とする。 

資料 ２ 



「放生津八幡宮祭の曳山・築山行事」の国重要無形民俗文化財指定 
 

  生涯学習・スポーツ課 文化財係 

 

   令和３年１月１５日（金）、国の文化審議会は、本市に所在する放生津八幡宮祭の曳山・築

山行事１件を含む５件を国重要無形民俗文化財に指定するよう、文部科学大臣に答申しまし

た。本市の国重要無形民俗文化財は２件目になります。 
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保護団体  放生津八幡宮曳山・築山保存会 

公開期日  ９月３０日から１０月２日 

【文化財の特色】 

富山県を代表する大規模な祭礼行事の一つであり、当地の曳山行事の形態は、近世後期以 

降、富山湾沿岸の港町に伝播し、放生津型曳山文化圏を形成している。富山県の曳山行事は、 

花傘山と呼ばれる傘鉾の形態をとるものが多く、「高岡型」と「放生津型」の二系統に分類さ 

れる。前者の典型例として「高岡御車山祭の御車山行事」（高岡市）をすでに指定しているが、 

本件の曳山行事は、後者の典型例として位置づけられる。一方、築山行事は、全国的にも類 

例が少ない臨時の置山の行事で、曳山行事とともに伝承されていて貴重である。北陸地方に 

おける祭礼行事の地域的展開や我が国における山・鉾・屋台行事の変遷を理解する上で重要 

である。 

【文化財の説明】 

  本件は、富山県射水市にある放生津八幡宮の秋季祭礼に行われ、13基の曳山が市内を揃っ 

て巡行する「曳山行事」と、放生津八幡宮の境内に臨時の山を置き、神仏の人形などを飾る 

「築山行事」から構成される。江戸時代を通じて、この２つの「山」行事が伝承され、現在 

に至る。 

  曳山行事は、昼間は、花傘や人形などで美しく飾られた「花山」、夜は、四方を数多くの提 

灯で四角く囲んだ「提灯山」となり、旧新湊市街地を賑やかに巡行する。 

  一方、築山行事は、山に見立てた雛壇様の築山台に海上から神霊を迎えて祀った後、主神 

と四天王の人形を安置し、その前方に、飾人形と称して、地域ゆかりの人物や歴史に取材し 

た場面を、毎年趣向を凝らして表現し、一般に公開する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏面へ 

資料３ 



■射水市内の無形民俗文化財の指定状況について      【国：２、県：３、市：５ 計：１０件】 

指定 名称 所在地 所有者又は管理者 指定年月日 

国 越中の稚児舞 加茂中部 630 加茂神社神事伝承会 S57.1.14 

国 放生津八幡宮祭の曳山・築山行事 
立町、中央町、放生津町、 

八幡町、本町、港町 

放生津八幡宮 

曳山・築山保存会 
R3.3. 

県 下村加茂神社やんさんま(流鏑馬) 加茂中部 630 加茂神社神事伝承会 S42.3.25 

県 下村加茂神社の御田植祭 加茂中部 630 加茂神社神事伝承会 H6.2.24 

県 新湊のボンボコ祭 本町 2-4-12 西宮神社文化財保存会 H16.7.16 

市 澗建のえびす様渡し 新湊地区 西宮神社文化財保存会 S56.1.22 

市 赤井の獅子舞 赤井 赤井親子獅子舞保存会 S61.6.18 

市 黒河夜高祭 黒河 3861 黒河夜高祭保存会 H2.3.26 

市 新湊めでた 旧新湊町域一円 新湊めでた保存会 H16.12.24 

市 鰤分け神事 加茂中部 630 加茂神社神事伝承会 H17.8.9 

 

 

 






